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　 円脳，下亘添女 r 　蒲 の 3 者 力 戳 ト1皀的 べ 更応 腋 を形1黄

す る こ と に よ り，・1 冂期 が 自勁的 に 営蟻ナ1．る　 ）で あ る

こ とは 今 日 殿 、、，異 淪 の なし   夬 で 凌 ．、．骨 々 が ゲ
．
・
’
， LL遇

す る婦人の 性中枢鳶
．
鞨 全 は 2 杭 つ： 1　 呈ナ

へ ・即 ち

1 つ は無燐卯であ り飽 の 1 つ は 件ホ ル ヤ ン 研 ノ欠妃 で
’
あ

る，後 者ぱ 骨 ホ ル モ ン 投与 に よ り治疲 し う る が，，、揃ナ叩

の 治療 ぱ 困難でちる．従来主 として gonaclotrophin が

そ の 目 tagに使、Eせ ら扎 て 来 た．併し乍 ら gonadotropt 　in

源法に よ 丿 排卵 が起 つ た として も，そ
’

蟻 1r：二r 裟に 於

け る末梢反応即 ち Fr三edman ，rE　T，的 な ．山こ味 ：：．≦乙 母れ

が 多・服 こ あ り，且 つ 、邪 肱 毓
．
壕で あ る，　 1封≒ク の 性機

能系，即 ち両脳か
一t
下．］二陣を経 て 11T巣 1 ヱ る 筏 て 妬 部分

を動員して
’
驚 ：に俳卵耋 1秀発せ レ 丿 る ）の に ’ jflが あ る

が，そ の ア3性の 故に 昨哮   応用せ うれ て し、敢 い 。翰 太 DE
．
i

は所 1屑向 「性 些枢」物質 に就 い て 率　 1 して い うが，蹕 床

に用 い 得る もの で確夷 に 排卵を誘発 し う る もの は 乗 だ な

い と希望 を 将来 に fし、 い る．

　Heape3 ｝

（1ge5）⊥ス来 ，　家兎 1∂、自S，，x　｛非耳i
’
1こヒ　Lる こ とが

ない とされ ， 排到誘発タξ験に好 ん で丹
・・ ら為 て 来 た。

　著者は ，

」LI．
−
1 枢に鋤い て排卵t｛ む L一し　　

一
1．て増 11床

的 に無排 ラ
1μの 治療 に応羽 し得 る物質些探 九 」

一
へ く以 下 の

家兎排卵誘発丸験 を 試み た．

　　　 第 2 章　中枢 に 仂 く諸 種薬 品 に よる

　　　　　　　 家兎排卵誘発 実験

　Marshall ＆ Verney ’）

（1936）は 1見1著ミ下語
‘
域 に 対

す る
‘
二気 的刺激で

メ
死 排∬1」ノ X

」
　L 毒し め，Lt ．，　謝

ノ

つ視、

床下 邯 し 所諦睡巨枢 が 存在す る ｛ 実〔よ 叱 気繭，悩 械的，

化 羊的及 び ホ ル モ ン 的荊激棄験 に よ ！ノ 面 々 ［二li． 一な り，

今 日殆ん ど疑う全地 が な い．

　弓 枢神経 系 “一対 レ比 気刺激 に類似 す る 3「　　丿乃至刺激

的に作用す る蓑ギ 眺 二よ り排卵を誘発 せ し暁 ）〆国 か 否か

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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簍｝

　
ノ

1
：
且／ て Ma 鮒 hall　e亡 aP （1939）

1
ま P三crotoxin が

　家 「 　丿紅1
」一．頁秀発す る 作，匚目の あ るd二とを報 II一し，他 方 臨

　日・的に 】乎吸 叩枢 餌 花 斉IJ として 知 られ る Card 三azol の 〒ン

　乱 こ よ り，小 林
6），Brooks7 〕

は 家ン己に 研 ノ「を誘発 し ／こ。

腿 arshaH 　 et 　 a15
〕

　に よ4 しレま，　Strychinine ，　aPOInorp −

hine，，s−tetTahydronaphthylamine ，　ergosnetrine ，　car −

balni工10 アi−chohne 　hydrochloride ，　 coriamyrtin 等に は

排 「
」
秀癸作用 は認め られ 血 い と さ 孔 て い る．

　 特
尸
つ 眈 国区1一働 く と否 とに拘 ら ず ， 中枢神終系に刺激

的にff厂丁
．’
る と陥昧上 考え P’．れ る物門 ：よ i到非卯誘寒が

可
ム

  二ど うか ご 3更，こが
’7」ナる こ と も，．一訊 な し と しな い ．

著 者 は こ の 混 点 に於 い て 以下の 数鍾 の メ 箔に就 い て蒙 兎

フ鼠 、行 つ た ．

　
”

ユ 、．1亅　
』
険方法

　 君 工璽　実験動物

　 分 離飼 育 した 体 虐 2 〜3   の 成熟雌 性 寡 兎 を 予 め Hei

，Fl ，卯栄 耆≧視診 して 偽竏娠 の 状 し、　LL ち る もの は 3迥以

上，捌卵及 O ＿体 を欠 く も1の は 2 辺 雌隔 離飼 1→ の 後 矢験

に｛a　Hjした．

　 Diiry，　Brad −buryS 〕 は釧盗排卵 に 際し s　 estrogen

10000単位生 2 口 向 脇 処 置 垂施すと彖兎 の 固 体の 差 を 者

し く減 少せ しめ ， そ の 感 受 性 を 高 め る と報 じ，B ：　adbu ・

1
’
Y

“）

　セま7L：／曼…抽出液〔こ よ り掴［iJJ「：言尹発ンこ・験てごest 「ogen 　8000

単位 1L 控 b コ処置 し、⊂場合良好な成油を得た こ とを掫 じ

て い る．

　 著者は 　α：−est でadiol 　 benzcate　 IOOγ 暁 廴〔続 2 日 「蘿皮

下注射の 前処置 rt行い ， 第 3 目目 に被倹薬物の技与 と 行

つ ／．［．

　 通雷，負荷終了48時間後 ：開腹して ， 卵巣 に 於 け る排

卵並びに［

「．
｝
「

血卵肛 の 有無 を倹査 レた。

　 第 2 貞　被拭材料及 び 費荷方 法

　 所謂結該新 穫と称 セ られ る lsonlazid での る Niazid

三 共］．ぐび 工soniazid の 誘導体 た る Neoiscot 洫 第
一

（sodiu エn 　isonicotinyl　 hydrazide　 methane 　sulfona −

te），　Hydronsan 　中 夕卜　〔sodium 　glucuronate 　isonico−

tinyl　h夕drazone ）を永溶液 と して 「浄漂 した．叉 Buta −

zoli “ ln　rekPt「

（Phenylbutazone 〕　 ．Propylenglycolに

溶鯉 ぽ しめ て 静注，Trilafon 　Arr，，　Sherring 廴Perphe ．

nazine ）は 翻 glc じを皮下〜1：射，　MeratranY1 野義 〔α 一（2−

plperidyl ）−Beng ・hydrol．hydrochlcride ）〔よ粉末 と して

璽 「1蓑与，Atmurin 田 辺 （N ，Nt −dibutyl．・N ，NJ −D −dicar−

boxy−merpholide −ethylene 　dia孤 ine）転 濠注 し，　Estr −

ad 亙ol　皆 ii
糞　（inprOpylenglyeol　5m9！cc）　青争注 s　Anti一

barbi　E口辺 （β，β一inethyl −ethyle −glutamide ）　の 霞争注等

の 負荷入 験 差行 つ た ．

　 l」∬注 はすべ て，灰 兎 耳 諍脈 よ り 緩徐 に 1 回 に注射 し

7ご，

　 ズ 2 節　実験成紅、

　第1 項 Iseniazid ］Jgび そ
厂
丿 秀 、丁術訓 II≠ 険

　第1 表二 示 す
．t冖

くsniazid の 50〜 100嘸 i
’
　1王 ・

ごは e 排

↓1は認め られず ， 250mg！ソ F，．の 負荷は 排卵 田定 に 至 らざ

乙短 貯間内・こ披倹彖兎 の 死 亡 を末 た した．Isoniazid誘
「了 牙 ）う：ちで sneo 呈scotin 　l・ま，， ［ヒA．車萎減 せ し め る 為

1’こ methane 　sulfon 酸基 rt 導入 した も つ で 　） り，　家 旡

1．一使川 した結朱は第 2 爽 に示 した、家兎に 対 す る 毒性

は niazid にJLし遥 か に少し丶 と尽 わ れ る が s そ の 1TOOmg

；鴦で し 煎注 した τ例 lla何 乙 も排Jgl亅陰性であ り，叉2000田g

以一L を 工 回 に 静注 した 2例 は排卵判定 に 至 らず して 死 亡

レた．

  ⊥ 拭 　ナ イ ア ジ ッ ト静注

冢 兎
ND ．

重

）

み

璽一
50ノ

％
　 　 　 紘 鼠
cc

　 （mg ）
2333

一
3425001950

1　 　 　 5　 　 　 δO

f　　　［ユO　　@　i ．2
b5 　　 　 5 　　　

」 3｛）250 〔〕 L
@5 　 　 　 　 　 　 　 　　　
−．136 　　　　〜ユ0［｝　　　　7L豊一」＿　

　
　 」

uJ

死 排

L「一

一

タ．： 死

1000 　 　 死 第 2j

ネ オ
ス チソ
注 禾 兎 N
Di
　　 2bOO

8 39　

1950 鵠　％

cc 　　 　　 l一主ekl 　
　 　 　 5 　 　　　

　　壁 　　　　

@　1 〔 ｝ 4e

　 20 〔） D
41 　 　 2C 〕 OO生死 1排卵　 　 　 　 　 　
　 ＿ ’ i 「 　 100@　　

　　 L
　 　　 　　　 　

． ．＿II

一　 　 一 @2n

@　 ヴ

50D 　　ゲ 5　　 15

0 5　　 20　4 ？　　　250D　I　　O 、詞「
。 』「 　　　　　　　　 　　

　　

　　

　　　

@44

　　215

｝　　 10 し丿

1710GO500 ユ70yl20　　200〔） L

．

　

　
　

10
　

　
　

　　 　 　 30　　　　 300 （〕
ケ ゲ．ゲ ダ ．ビ 一タ 　 次に

dronsan 　 P 　LD ， ． 。 シ」

約9800m9 ， flg と 云われ， 前者よi ）も夏に琿 性が

少 であ る． 　第3 表に示 ず 如 く ， そ の50Q 〜40GO 田gを

注 ，死 亡 例 は 1 例 も謀） っ た ． 抗！ 咳 剤 た る のみ な

ず， Isoniazid は 魔 述の 如 く或 る俥

中枢 作用を宥して は居るが，此の 桓の家兎排

西、＾誘発 し得 ない と考えられ る。 　 第 2J 　　Buta

iidin 蔭 ア 注 実 験 　下 垂俳機能 L 影 響 を与える こ と が知 ら
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第 3表 　 ヒ ド ロ ソ サ ン 静注

家 兎
No ．
4b4748

　 49150L

−i塾

期 ％ ・c

2530　　 　5　　 10

1930225019505　 　 10

10

］o

2800　　 1e

7．51015

1800　　　 10　　　40

総 量 　
．

　　　 生 死 　 排卵
（皿lg）

5000

冖
∩
UO

、
55
…
7

ユOOO15

〔〕D

彗

ゲ

tf

ケ

4000 ケ

estrogen に よ り排卵誘発 は起 らなか つ た．

　第4 項　Trilafon 皮注実験

　VelaCdoi °〕
（1958 ） は Trilafon 　15n 題 を rat に 皮下t主

射 して 偽妊娠 を生 ぜ しめ ， 間脳下垂体系 に働 い た と結論

した ．そ こ で，こ の Trilafon に 排卵誘発効果が期待
・

レ

うる か 否 か を 検 討 した とζ二ろ 纂 6表 の 如 く，30  〆day 　5

日間 ， 総景 150nl詫とを 2例 に皮下注射 した に も拘 らず，

排卵は 認 め られ な か つ た．

第 4 表 　ヅ タ ゾ リ ジ ン 静 注 第 6 表 　Trilafon 負荷 実 験

胤翆
ii611t62636465

体 重

（9 ）
18002300

　 　 　 　 　 　 総 量
％ 　 　 cc
　　　　　　（mg ）
　 　 　 　 　 　 150，51　 3

生 死 1獺
0，5

292e　 　 O．5

2500　 　 0．5

2400 　　 0．5

5
一
つ

7
『

25

生 　 　 一

〃

253540 「f
「！

tl

一＿：

評
 遮

幻

信

（

　　　　 　　　 排 卵
投 撃　 総 量

1耳数
’
（  ）

…
48h

98　　 2540　　 30rD
99　　　　2540　　　　3〔， 5

　　　後 ．
15°．L「 ．．
］501 一

厂“

後

一
一1

bUtazOne （But 乱 zOlidin ） を ，
　 PrOpylen 　glycO1 に 0．5

％ に溶解せ しめ，極め て緩徐 に 静注 した 成績は 第 4表 に

示 した 通 りで あ る が，排卵誘発効果 は 認 め られ な か つ

た 。

　第 3巧頁　Estradiol 静注実験

　estrogen が 性中枢 に 働 くこ とは 事実であ る が，果 し

て 大量の estrogen 負荷に よ り排卵 を惹起せ しめ得 る か

否 か は 洵 に興味深 い ．各種 estrogen 剤 の うち，著者の

使 用 し た もの は ，Estradiol （in　propylenglycol ） 5   ！

ccで あ る．第 5表 に示 す 如 く 1 日 2 〜6 ］］］g （10〜30万 栄

位）を 11可静注例 は す べ て ， 排卵陰性 で あ つ た ．家兎番

号 No ，τ6は 2 朗墓を 5 日間 ，
　 No ，77は 2Lngを 3 日聞 静注

の 後 3iηgを 2 口 問静注，総量 10mg及 び 工2皿gを負荷し た｛列

であ る が 何れ も癖卵誘発 に 至らなか つ た，

　更 に注射終了後 1 避間 目 に行 っ た 雛 2 圃 目の 判定 で も

撲卵は 1 例も認 め られ な か っ た ．表示 した 実験範囲では

嬉 5 表　エス ト ラ ジ ナ ール 静 注

　第 5項 Meratran 負荷実験

　中枢神経系刺激剤 と して 臨床 上 特 に精 神神経禾斗領 域 に

頻用 せ られ る も の に ，
Meratran が あ る． 1錠 1，i［に ，

　 l

mg を含有 す る30〜 100錠 を粉末 と して 経 LI的に強制負荷

し た 成績は 第 7衰 の 如 くで，排卵 は誘発 さ れ な か つ た ．

第 7 表 　メ ラ ト ラ ン 経 口 ま殳与

家 　 兎 1 体 重
No ．　1 （9 ）

　 95
ρ
0罰
79
广
9

家 兎
No ．

71

z3 〔）023002

，lee

1Tab ，中
　 mg

　 l

工

［

丁

嚢
・
1鸛 排 卵

．
1

　 　 　 　 　 　 　 　 　
−
1

　 30　 　 　 30

蜘
…
llo。

　 1 −
’』一一．
1
’
＿

1．OO　 　 　 l．0〔〕

随 幽 量 腆 繙 瞬 ・ 排 卵 …

（9 ） 1  
1

瞰 （噌 猛 得 厨 ・後

　 　 　 　 2　 　 　 11950

一．　．一一1

　　
よ 1し・i．1週 目

2　 　 − 　 　 　一

　第 6項　　@Atmurin 　静注実

　Atmurin はTh6raptique と 同じ 構 造 の 薬 晶

あ り ，呼吸中枢興奮剤で

る． 　第 8表 に 示した 如 く，その15 〜 2翻 g の静 注 に
つては 　　　　　　　　
　　 　ド 排卵 は 惹 起 せ られず，その45mg 以 一 ヒは 致

的と

われ た． 　第7 項　Antib

bi静注実 験 　Shaw 　et　alm （ 1954 ）は Barbita

ﾜに抗 す る も 7
　 　　180

73r2150
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の と して Mcgimide を 発表 し た ，　 Barbital が 性 中枢 を

含 め た 中枢 に 抑でliゴ的に 働 くこ とは 周知 の
1
揚 ミであ る ．

MegiEユidc と同 じ組成 の Antibarbi に 俳卵誘発竹
“
川 が

二  る カ、 ど う力丶ヒ辷で灸討
噛
レ
マ
ごみ 冫乏 （第 9表）．艮IJち，　ミ金ソ）5mg

「摩注で は 緋卵 1よ認 め られ な か つ た が ，　
’
r．5：ng 負荷 2 例 1卜

／例 に 明 ら か 欧 鋳騨誘発 を認 め た 。静注 1・
馳
琳 ：10mg以上と

した 裼今 ｝」：，ゴ ベ て 排耳卜「易悟三で ‘1・）  丿た．併   乍 ら，静注

終了直後 に 短時両持続す る軽 曳の 痙傘を 認 め た．そ に マご

注射液の 濃度 を 0。5％ か ら 0護 ％ に稀 釈 した 静注臾験 を

試森 た．症例 8 に／K タ如 く， 0。1％15cc，1i｝mg か 史 rこ緩

徐 に 静注 し た とこ ろ，痙李 生伴 わ ず に 排卵 の 誘 発 に成 功

した．
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　 第 3 節 　小 括並 び に 考按

　 Mono 　aminc 　oxidasc 　l・1　Noradrena 工in，　SeroLonin

℃ を 威壊す る 酎素 と レ て 刔 られ て い る が，Coggesha1 垂＆

Mac 　LcanLs ；
（1958）は Iseniazidは Iproniazidと1唾

1垂，Moneamine 　oxidase を 劃 if1↑1す る と 1’Rじ，　 Zellcr

et　al
コ
’
s）

　（工958）　に：藷者種　　Ilidrazi エ1e 　誘導イ4重（tこ 京智々 丶
、
ぐ，

同様 な 抑制劃果の あ る こ とを 論 じて い る。他方 Vegtin）

（1954） の 脳 内分 布 に 閏す る研 究に よれ ば ，
Naradren −

aiin ，　Serotonin に：視 昧 ド部 に 最 も 多 い と ctt：れ
一
こレ丶る．

君、叡；
15 冫　（／956）　1，ま　二xToradreiia ！in　を豸こワ巨亭こ ［

T
］li注2〔｝イ舛

1
十「

d 例 に 排卵差認 め，第 3 脳室内注入では1τ例 申 3 例 に 排

フ日ξヒ認 め た に す ぎな し・こ とか ら ，
noradrcnalin が Sa −

wyer ，　Markee 暫 の 唱え る gonadotTophi 胴 敬出の た め

：DneurohurnoriE）

とlxま考 え 難い と した。著者｝ま ls．　oni −

azid 及 びそ の 誘導 休であ る Niaz 三d
，
　 Ne 。iSCQtin，　 Hy −

dronsan に就 い て ，−Ul故 献 的 考 察 か ら乏 の 排 卵惹起

能力 ∂ 有無を静 注 法 に よ り検討 し た が ，此等 の 物質 に は

排卵死 果を認 め な か つ た．

　LiDsk 　et　 al1
η

　（195T）Jt：l　Phenylbutazone 　lこ ぽCo −

rtisone と同 1細 」状麗｛の
131

工 uptake を減少 せ しめ る 作

嫣 が あ る ジ，TgH の 投 与 に よ り眈 の 減 ダ は 中馴 せ しめ

られ る点 か ら，甲 吠 1泉に 対 す る下 」近依畿能 の 低 下 を 来 た

さ しめ る と考え るの が妥当であ る と レた ．gonadotroph −

inの 分泌，特 に排卿を対象 と した 実験は 殖ん ど報 杵 せ ら

£
’
！て い な い が ，実験成績 に 示 し た 様 に PhiEnylbutazo −

ne の 静注 に よ つ て ：よ排卵誘発 ば認 適 られ な 泌 つ た．

　 estrogen が’1飛己唖区に i動 くこ とllま萋
L
［実

’
ご、込 り，　赤須

1らン

（1955 ） は 水 溶 性 cstrogten を毎 口 10乃 丕 20ヵ 単位総 1，1

50〜60万単位浄注で殆ん ど全艇に 冢 兎俳JI1を起 し得 る と

云 い，他 方・卜林 一一
・」・林 ：

e
〕
（⊥95D は家兎 に 齢 gの estr −

adiol を 静 注 して もす ぺ
”
（排卵 は 認 め らイレな か つ た と報

じて
’
」 、 る，叉 Kupperman 　 ct 　 aP

⊃〕
（IY58 ） は 20mgの

equine （conjugated 　 cstrog 。n ） 昏 無排卵想 者 に 静注

し， そ の 過 半 数 に排 卵 を誘発 した と述べ て 恥 る ．著者

の 試 み た estradiol 　 2 乃 至 工2rli9静注冢 兎 7 洌は 48時腮

後判定 で 全例 とも排卵 は 認 め られ ず ，叉は ね 返 り現象

〔reb ⊂＞tzndphenemen ）　（’LV よ つま非iT」・iの 惹廼dさ±刃1待 し た．

1 週間後 の 既腰判冗二に於 Lハ て も，す べ て排，
ki
陰性で ‘1与つ

た。長谷 1「L 浪辺  
1）

（1959）は 強力な Tranquil 三zer

で あ る Trilefen が 妊 娠 飄 9R， 精神身体 症 に 有 効 で あ

り ， 目、っ 副作拒 乃 至 毒 性 は 非常に少 い ）t 述べ た。Dury

＆ Bra（三bury’つ   」以爿ξ，　家兎摎仁丿I」 を 誘発づ
．
る 多鬮塩 力L

’
13，

情 rat に 偽妊 娠 を 生 ぜ しめ うる こ とが 知 られ て い る ．

V’clardo
’
”）

が Trilttfon に よ り rat に偽 妊 娠 込 見 た こ

とは，「†1枢 に 働い て 五 TII の 分泌 を促迢玉
．
；こ しめ た 為 と考

え ら れ る 。著巷の 実験で家兎排51」は誘発 さ れ な か つ た ゴ1

実 か ら，FSH 莱び LH 分泌 の 点で は 他の ，　 Tranquili

ZO ゴ と1凵」様，抑 制的 に 働い て居 る もの と思ξ．）れ る。

　 次 に，B 冊 wn ＆ Wermer3 の

（195の の 譁 辛π1に亙 る 実

、験 オ・」ラ，Ba ユ
’bitごガ　と　Meratra 茸 ，　Pentniethylenetetr −

azol 〔Cardiazo三） との 潤 に 興味 め る関係 が 界1巳され た e

H［lt ，入1悩丿支質抑制 に 基 i因す る⊥証圧 の Barbltal 催眠 状

態 を Mcratra垣 よ覚酵 と
一
しム1），更 に 下位 の 中枢 が 黛 さ

れ る 玉疔乃 至致死的な Barbita ユ急
’
ド

」

ア釧渉に 1よ Cnrdiazol

が拮抗 す る．従 っ て 脳 幹部 に 働 く Cardia−to1 と刈蹠的

に p 瓢 eratran は 大脳皮質に働 く る しい と さ 紅 て い る．

限 ら 礼 た 今 回 の 著 僑 の 笑 験 か ら直 ∬に 粧 断
 
ノ
’
る こ とは 許

されな い が，排卵誘発効朱 を Mera ℃fan に 依 つ て 起 し

得なか っ たこ とかる，此 の 物質 は 性中枢を含む 1脳幹部 よ

りは 寧 ろ 大 畷 皮質 に 作 用づ
鳬
る もの と考 え られ る。

　性 r卜枢 に 対す る栄養血 管 た る 隍骨動脈 の 持 つ 虐要 な 意

蝦 こ 就い て は ， 小 林
23
  小 林

2
  坂本

2δ

弊 の 研 究 が あ ζ

が ，来須
B 「）

（1騨 の は 悩血行 の 音B位的特異 「牛に 関す る検

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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討 を試 み，Noradrenalin と同様 Theraptique 胴 隹骨一

動脈流域 の 血流を 戸 大せ しめ る こ と を 矢証 し。Thera ・

ptique の 抗 shock 剤 た る 根処は 此 の 性質に よ る とレ

た ．

　 か 1 る 意 味 合 い を 有 す る Theraptique こ：排∬「、「e 発

実験に 用い た が ， 陽性結耒 は得られな か つ た．こ の
．
デ か

ら単 に椎骨動脈を拡丿長ぽ しめ る だ けで は 』卯ば 7 孔 ご 、1、

な い こ とが判 る．

　Kehl 　 et 　 Audibert25 》
（工957） は 中枢刺激剤 の 数1ダ こ

就い て簡単 に紹介 し， Megimide は rat の 発 1「広腿 持

続 せ しめ る作用 力 あ る と 暗示 した 。然 し ，
Antibarbi

（Megimide ）で篆兎俳卵誘発 を試み た と云 う 報告は 未

だない ．著者 は 実験成疫に 示 した如く静注票 に よ りAnti．

barbi に 排卵誘発作用 の め る こ とを訴 た に 究見 した L 笹

野
29 ）

（1959） は 聞 1
凶 の 醸 凶 イ肖費

「

を ra 亡 に 就 い て 測定

し， 硫酸銅 と同様 Antibarbi
’
の 」4，itr は ，そ の 廼 加 こ来

た すと報じ て い る．次 に Antibarbi の d．］9的作用瓶

転 に就 い て 若 干 の 文献的 考宗 を 試 み た い ． Pedersoneg ）

（1956）は ，
Barbital 中恵，1包、・M　、・こ ，

　 Antibarbi を使用

す れ ば覚醒効果 は あ る が，血 中の Barbital 濃度に変化

が な い こ とか ら，そ の 効 床 は 化学的拮抗 で な く，作用 的

手吉菰であ る と云 つ た．　叉 Hahn ，　Schunk31 ，
（1956）は

Megimide は 大脳を 興奮せ しめ るこ と1に よ り Barbital

の ，Antagonist とな る 物質であ ろ うと した。他方 ，山

匚囗32）
　（ユ958）　1・ま　Antibarbi 　カミ　Barbital　VI，ダトの 催 匚民

剤 ，例 えば Chlorpromazine ，　meprobamate に もコ 成

りの 程度 に 覚醒効果を持 つ が，Br 。 varin に対す るそ 7，Z

が 甚だ 不充 分 で あ る 点を疑問 とした．併 し乍 らBrovarin

が 人脳反 質 に作 用す る もの であ り，且 っ 著若の 排卵 誘

発成功 の 事実 に徴 し，Antibarbi は大脳反 質 に働 くよ り

は ， 主 と して 視床下 部 を 含む 脳幹 に作用す る もの と考 え

られ る．著者 の 実験で ， Antibarbi滞注 に ょ る排卵1揚性

例 5 例中 3 例に痙 子工を 伴い 2例は 經拳を 認め な か つ た

が，痙牽 と排卵惹起 との 間 に如何 な る 1大 1係が あ る か とい

う問題 が 残 る．小 林
25）

（ユ955）は Cardiazol し よ る家兎

排卵実験で，静 注 して痙李 を伴 わ ぬ もの は す べ て 排卯陰

性 であり，第 3 脳室内注 入 では殆ん どすべ て に痙亨転認

め 且 つ そ の 大多数力排卵陰性 で あ っ た こ とか ら，Cardia

zol 誹卵 は，恐 ら く全身 痙攀 と云 う退 だ し く強い
一
般症

状 に併発す る 二 次 的反応に過 ぎ ない と考 え た．併 し乍

ら，Brooks7 ）
等 （：1940）は Picrotexint　Metrazo 正 と同

様，痙李を 来 た す Strychinine そ の 他 に よ つ て は 非卵

は誘 発 され な い ↓爽 を指 摘 してい る．叉
一

方 に 於い て，

Marsha11 等
5）

は picrotoxin で痙筝 を r忍め な か つ た 1］．

例中 1例 力 俳卵 ， 他の すべ て は排卵 llcは 至 らな い が ， 卯

馳 の成 陶 と 観祭 した とム っ て い る，茗觜の Antibarb

排 卵 実 験 で，龍 篭 伴 わ ず に 2 例 が 捌卵 した こ とは注
P

すべ きこ と であ り ， 挫 ヂが 此の 際 の 必須条件では な い こ

とが うか が わ れ る．

　併 し乍 ら，Antibarbi の 致死2 が 30mgJltgと 云 わ れ ，

且 っ 症 5を伴 い 弓い 点 か ら， そ の 大
⊥

を臨床的 に焦 1非卵

の 治療，こ応h 」ナ る ．とは好ま し くな い様に 患え る．

　　 第 3 章　植物成分 に よる家兎排卵実験

　 Friedman ＆ Friedrnan3S）
（1934） は： 「由来，下 垂体

ホ ル モ ン は 生体内に 於い て f．、亅単な 化学物質か ら 合成 せ

られ る もの で 1叺な く， 性 l！々溂 激 ホ ル モ ン に知似す る構迫，

を拍す る 前駆物 質が 介 姦 と して補給 せ られ る 」 と推 壱 し

冢死 の 常食 た る alfalfa （むらさ き うまごや し） の 紮 の

ア ル カ リ蚰 L取夜が 家兎卯巣 に 勇で体 ， 卵龍出血 を生 ごしめ

た こ とを幸艮じた．π に Friedman 鋤

（1938） セま菰 麦幼フ薄

の 抽出液 を   注 して 家兎排卵を認め，性腺刺激譲 と し て

alfalfa に劣 らな い と云 っ た。　 Friedrnan．35） 等 （1939）

は，alfalfa ，杰 友 の 抽
「

決に 就い て 詳述し，
　 Hisaw　et

al3s 〕
の 報 じた 酵鳳の 工種 brewer　 yeast を 自らの 抽

出法 に よ り ， 同弧非卯湧果の 存在 を 確認 した ．次い で
．

Friedman ＆ Mitchell3’）
（1941） は と う も ろ こ し，

freterita，　suda 且 草 に も同様 な 有効物質 が 含 ま れ てい る

こ とを確 め，そ の 活性 の 産生 に 季節的変動 の あ る こ とを

認めた．Borasky ＆ Bradbury3s） （19d2）はそ の 抽出

法 を 改艮 して ， 凍 結謡蔵す る こ と に よ り 活 性 物質の 長

勦 侏存 に成 功 した と根じた．更 に Bradbury9 ＞
（工944）

は ， 人参の 柔 ， 芝耳導 に も 併卵物質が 含 まれ る と云 っ

た．植物 奴 分 を用 い た 家兎 排卵実験 に 関す る以 上 の 如 き

文献的亨実 か ら，緑色槌物の 柴 に家兎に俳卵を生 こ しめ

る何 らかの 物質が存在するこ とは疑 い ない ．併 し乍 ら，

抽出液 に 含 ま れ る ξ 性 は 比 較的強烈 で あ り ， 且 つ そ の 除

去 と活性の 維持の 冂怠 は簡単でな く，従 つ て そ の 排卵磯

序 に 関 して は 殆ん ど究明せ られて い な い 。

　 植物成分中の 排卵誘発因了 は何か ， そ してそ の 本態並

び、こ作用機序は如何な る 」の であ る か を 工 に検討す る こ

とは 興味探 い 。そ して 右 し も有効成 分 の 分
”
雅， 精製に成

功 す れ け 煽 く的 こ芯用 し うるi邦 曁性 も あ り，且 つ 現今 の

gonadotrophin 製剤 よ り遥か に 安価 な 療 1去た りうる だ

ろうこ と も想傾せ られ る．数禮 の 禾 本科植物 に 就 い て 著

者 ぱ 以 下の 失機を 行つ た。
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　 弟 1 節　実験材料吸ぴ 実験方 法

　 第 1 項　植物材料

　 使用 した 5 種 の禾本棚 帽勿は庶麦 （前進），ヲ イ 麦 〔ペ

ト リ
ー

ザ ），大反 （会u・　丁号），小 麦 （農林 5τ号）及 び，と

うも ろ こ し （エ ロ
ー

デ ン ト コ
ー

ン ）で あ る。L／教 室 で指

種楽芽 せ し
’

“

c もの 及びそ の
一

部は東北大学 底 学研　瞬

よ り恵与 され た も の を 抽 1七 ここ 用い 疋 ．20〜3〔｝C．］11に仲長 し

た 迫物 の 幼 北 を刈 り取 り，風 t乞の 上 保1、 した。

　夢 2ユ
パ 　植物成分抽出法

　担栃戍分抽出江 に 就 い て は ，
Friedman ＆ Feicdma −

n35 ＼ よ 1〈atzman −Doisy3 臼）
の 妊婦尿ま山出法 の 如 く，安

息香殴 江 よ る沈汲去 を 用 い て 居 リョ Borasky ど Brad −

ioury ：S）
は新鮮搾汁を掴 結保存 し， 執定 し 当 り抽出 す る

方 淑 を考案 した．

　 著者及 び小 林 （光）は此 の 2 つ の 抽』法 を
”
考 と して

次 の 如 き抽出法 1iナつ た （第10表 1，L との 観1つ．細 か く亥ri

ん 疋 乾眛業 300g を12倍 」一 ）pH　9 〜10の 書 1セソ ーダ冰泌

1烹に て 4 〜51、訓 』室温 に 浸漬しIIも　2く
1ヒ

拝 す る。晒 木、．　llで

搾取せ る液 を 7．4 とし，1 夜氷室 に放己 した後 濾 過 し，

（此 の際，濾 巴功剤 celite 　535削 ．」い た ）沈液 乞 卿 郵 ご

声 4．0に凋整 し， 1 夜 氷室 に 放 L 」，冷凍 ラ鉦 心 分 配 ノて

沈濟 を調 7，4の 冰路 庚に 2 既間抽出 し ， 冷 〜こ速心 12eOO

第 10表 　植 物 成 允 抽 出 払

區 王 趣 ＋ ［こ

　　巨
」 醤

剛 ？’

　 　 　 　 　 　 　 ト　厂、1卩
’
ト　　ト2S 臼4 　　　厂　とし1

　　　 礒 澄 　　 票 液　
一

夜x・　・．
　 　 　 　 　 　 　 　 ．EN．　1三　ぐ pH4しr日C菖〕tす

　　　　　璽 　縅 寺、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ’Lt 　 I／aJ，f、P　m
　 柚 蹄 瑯 皆 一 「董璽 　 r 譚

　 　 　 　 　 　 　 　 冷アセ」ノ

　　　　　 洗 暦 　 上亙 ヨ
　 抽 出力2　 階
　 　 　 　 　 　 pH　747】Z／tMt とす

　　匚蛙 ］一［Ils

r．p ．m 　 1 時間さ 行 つ て 梢・々不 透明 な 暗褐色 の 上 澄液 を 待

た。此 を抽出の ズ ユ段陥 とす る。

　 Friedfnall ＆ Feiedmane ・　s） は抽出液 の “

”
E
・
卜生を除 く為

に
，

acetene を加えて沈澱 ま しめ る 方法 ヒ とつ てい る，

著
t「’

の 実験で ， 後述す る 娼 く， 大麦 の 場合第 ユ段 Ypり抽

山液で家 兎 を死
’L 之 しめ ！L 旨1 試 料で も之 ｛ 更に aceto ・

11e 処 」甲を行 っ た 場合死 L
’
せ ず に非 卵 誘 発 と認 め i−．

　以 Lr＝ ，kす べ て acetone 処理 を行 つ た．

　 即 ち，pH ？．4の 水溶液を冷却 し乍 ら工2倍容 の 冷 aceto ・

ne こ加 え て 沈 諏せ しめ，褐 色 の沈渣 を 再 び pH　7。4の 水

溶
11
芝に 」由1LF し ， 冷凍証 し・12000r．p．m ．1 時間を行 い

，

そ の 上 澄液 を抽出の第 2段 隔 と した。第 工段階，第 2 段

rLE）由1：．1液 を耄  £ 誹耳卩誘発 実 験 に用 い た ．

　鍔 3項 　失験功物並び k．材料注射法

　材科の注射法を除き，実験動物 に 関 レて は すべ て弟 1
．
「第 2 耳i箪 1項 の そ れ し 準 じた 。

　抽出液 の 並叫 1濃度及 乙Ptそ の 鯉 性 を 考慮 し ， 汗野
4°｝

（195T）の 考 兼 玄 る
1
冂瘟 2 段注射排卵1去に準 夏↓し， 6時間

以 内 2 回 に 分 けて ，ニド
’
　

，

）て 緩徐に 耳謡1派よ り｝」争注 した．

　第 2ii 実齢 成：責

　植物某の 抽山液の 家兎 に 対 す る 1 排卿重 （最 少有効排

卵量）に関 して は，忸物 の 種預，実験1一な どこ よ り
’
定

で な い ガ 文献 上 乾 喚
一
莇 エ50〜 150g 相当 が 1 排亘β量 とす

る もの が 多い ．そ れ 故 ，著 者 1。、．1乞燥互　50〜 150g 相一
亅

の 山出液煮用 い る こ と に した．

　 叉 12000r．p ．m ．1 時 p 遠心 分 離の 沈渣 を念 の 為，餌

7．4の 冰ゴ
．翻 葭と し，3000r．p．m ．20分閥遠 』分離 し ，L ．上

ど 乳排卵試験 に 用 い た が，全隻狡 を通 じて 排∬陵 み た も

の 1よ 1 例 も た か つ ，こ，

　 未廷 項 　と う もろ こ しの 第 1 段陷抽出涙 静：主実験

　 6 例 に就 い て 鎗11表の 如 き実験を行 っ た が，何 れ
’
排

」「制 、IL 　，・こ至 らず 死 亡 し，L．抽 出 波 に
／

まれ る な性 が甚 レ

く，と う
’

ろこ し、L 就 い て 此 以一ヒの 追及は試 み な か つ

第1］夫 　と うも ろ こ し Corn ： 由封出 第 1 段 階

兎　

O

教

N

「
．

体 　 ．耋
　　　　 Sample
（9 ）

∠15　　　　 L8eo

2ユ6　 　　 　 ビooo

21i218 28002400

C12．GC1

。．2ソ

Cte，2C
ユ6．aYClem

　　　　　 i”く

　液
「・P ・m ・

　 （cc ）

219 2600

120001200D

．SOOO300D12000

47

函
．

220

考備
りト
．

拘
巳歹生

左
「

右

翫

畳

）

　

9

乾

重

（
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丿 8

　 ］≦i
　 15

2350
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　 tl
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不 口

死

死

Cie．2 12000

　 痴 」一匸再抽 出一1

9

　　　　　　
ノ　　　 E

　
．一．1

ぞL
タL 　＿

L 再抽 1時

pH　4・！∫夜屯
・ら ．1

Ti
・i−？ti・澱　　 　 t
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第12参ミ　ラ イ 麦 Rye ：扣τ出 第 1 段β皆

家 　 兎

No 。

レ2。2

体 　 重

（9 ）
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末とし

保存
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．

＝
Q
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O

　　一 死『死グ ．二 　＿一．
ｶoOr

．P．m． 　 　

　　一．．　1 　　ゲ

1002 〔｝ r ． p． m ． 300 〔 ｝ r ．P ．

  D
  3表 小麦Wh

ea t ：
出笙上 び 第 2 段 階 家　No

ti ・紳・

》瞎 221 　　　　

6

2L U
一

1
蠶1；

  ／ 200U

　 　
11 ． 8 た

ゲ

ヲ

… 1

5 ．
9

Q 　　

　

v
　

37．1

生　

卵 陣
1 1 備

考 ー 冖 ｝ ピ タ 」一

宀 」 第1 段 階 ｝「 生 　　 1 一 第2
階 　第2 項 　ライ 麦の 第1 段 階 抽 出 液静漉実 験

ライ麦の第1 段階抽出液静注 9 例 中 4 例は， 排 卵 判竃 ・

至 らず死 亡 レ，残 りの 5 例は何 れ も 排卵 陰 性 で あ っ

．乾爍重量，　 120g 相 当 以上

静注 することは 彖 兎 の 死亡を 来たすものと思われ，

イ麦 に就いての此以上の 排卵誘発実 験 は行 われ なか っ

． 　第 3項　小麦の第1 段階及 び 第2 段 階 抽出液静

実験 　 第 1 段階 抽出液，乾 燥重 量 75g 相当 を 静 注 した

こ ろ 家兎 の 死亡 を 見 た ．抽

を第 2毀 階まで行 った場合は第 ユ 3 表に示す如く

10 〔 〕 g 租 当 の抽出 液 静注 に 耐え得た が，排卵は認

られ なかつ た． 　第4項大 麦の第1 段 濳及び第 2 段 階 抽出液

漂実験 　 大 麦の幼紫の抽 出液を 用い た 実験成 績 は第1

\ の 如く で ある ．即 ち 第1 段階 抽出 液は 1 三 乞燥 葉

09 耀 当の 静 ぞ 且 で排 卵
判

定
に至 ら ず 被 検 家 兎の 死 亡

来たし， そ の509 相当に減 じ静 注 しても動物 を生存

し め 得なかつた ， レ か る に 此 の同 じ 大 麦 の 試 料Bls

2 を更に第 2 陵階 まで 抽出 を進めた場合 ， その工00g相当

静 注 を 受けた家 兎 番 号 245 は生 存し ， 且 っその右

巣 に明

かな 掛卵 をF めた．此 のことから，笥2段 階 の才 由 出

程即acetone処 理は或る 程 度の誰性排除に 役立っも のであることが知ら

れる． 　第5 項　　妻 巨璋麦¢ 丿 第 1 賃 殳1着 ヨ・由 出 液静 注

験 　
9

瓱 麦 1 ・こ就し 、て： 第 15 表 の女口 き　 実 験

彳 三F つた．　羹 ｛ 兎 番｛ ｝ 204 ，205 ， 206

第 10 表に 示 した沈渣  を 溶 液 と し ない でテ シ

ー タ 中

乾 燥保
レ ，検
の時 に

の 溶液として静注した例であり，排卵

工 例売認められズ柔かつた．

越表　大麦Barley ：
出 第1及び第2 段 階 家

兎 No ． 体　重9 ） 　Lt 　Lt　ls　 　
　　 　 z45u 　 224　
　 　 　 ！ 　

00 ［一一 一 一一一一、一一
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20
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液 S
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・
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粉 木 の 保存
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150 　 　　　 紘

6
つ
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］oo5
ワ
ー

・ ．　 ＋ ＋ 1

第 1 段 階

1？eoOOr．p ．nl ．遠心の 一］・．澄，55〜 150g 相当の 第 1 段陛抽

出液 を静注 し た 6 例中 4 浄叮が 死亡 ，戯 りの 2 例 に 翁卵の

誘発 を み た．

　第 6 項 　漁 麦の 第 2 段階抽凵1液諮注実験

　燕 麦 の 第 1 「殳階拍詫「液 で 2 例 に排 卵 を認 め た こ とか ら

検定 に 用 い た 5 種 の 椎 物 中燕麦 が殴 之有塾と思 わ れ た ．

燕麦 に就い て 第 2 段階まで拈 1
「君せ る もの を静注 した成績

を第 16表 に 示 した．即 ち，乾燥典80〜 130g 椙当 の 第 2

鼠階抽 ］1浸を 静注 し た 6 例 1［：

，　4 例 が 排卵 を認 め 他の

2 例 は 排卵 判定を待たず に死亡 した．家兎番号 278， 及

び 21r9は 抽出液調製後97口 置 に 静注
一混 ，れ ノこ 例で あ る

カ  No ．279 に 明 う か な 排卵誘発 を認 め 得 た．

第弼 夫　燕 友 ：抽 出 第 2没 階
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　第 3 節 　檀物抽出液憾注 に 伴 う諸 症 状

　払出液静注後 ，短時閥持続す る呼吸数 の増加 ， 粘液 の

蕃積 に よ る と思 わ れ る鼻炎様鼻声 を 30分位 示 づ
一
もの が少

くな かつ た。夊 48El寺聞内の 著明 な 体重 の 減少 （LO〜15％

の 減少）及び下痢 も亦屡凌 認 め ら’］
’
tた。か N る諸症状 は

特 ｝r 算 ⊥段階拍出液 を圧 い た 場合に多 オ・ つ た．第 1 段

階，第 2 ∫之「1割 1「τ出液 の 何れ に て 尋）静注泊．後 に 家兎 の 死 亡

か来 た す場脊は ，宛 も空 気 栓嵳 を尽 わ せ る 様 な 舌閣状怎

乃 f”tは痙 『宀こに勤す る全 身 症状も認 め る こ とが多 か つ た。

　併 し乍 ら排卵誘発例 の 冢兎
’
／ごは か tS る 不 快六話症月ノくほ

殆 ん ど見 られ な か っ た．

　第 4 節 　小 括並 び に考 按

　Fried 皿 an ＆ Friedmalf3 ｝
に よ り初 め て報告せ られ

た椛物葉鏑出液 の 家兎排卵誘発作用が，大 麦，燕麦 に存

在す る ‘ と が霧者 の 実験で確認 さ れ た，併 し乍 ら排卵誘

発例 1・ま比較的少数であ つ た，1
「

ヒの 揺 の 実験 に於 い て ， 排

卵it剔 生の 高率 を得る こ との ［袤呉〔
1：｝よ次 の 2 点に要約 せ られ

る。即 ち

　 1）　同
一

品桶 ぼ〕花物で さ え売試料 に よ り， 1 排；1ヨ掃 が

区．な で あ り，一
疋 の i基没 がない 、

　2）　指性の 除去 と排卿Σ善i覧の 紅持の 圓題が 木 1登研 究不

充分 であ る．

　此 の 第 1 の 夏区に凋 して ， Friedman，　MitchdP7 ） に、

II】J 』
品種 に於い て ≠）そ の 1．di：卵活性 の 産 生 に 季 郷的変動か

あ り， 秋 ， 冬 ， 早呑 に 刈 り 取 つ た 植物斐 に は 排卯効果

か認 め られず，春，夏 〔こ刈 り取 っ た も の 1・、二活佐 が 多 く認

め ら れ る と云 つ た が，老 者 の 得 た 排卵腸性 抽菖
」
1液 は 4 月

及 び 6 月 に 刈 り取 つ た も ¢ ）で必 る こ と は 上 記の 文 献的 蕚∫

実 に符合づ
P
る もの であ る ，叉 池三性 の 除去に就 い て は種 々

報隹せ られ て い る が，何礼も不充分に 終 つ て い る．著者

も acet 。 ne 処埋 の 夕トに若干 の 実験 を試 み て い る が，未 だ

満足す べ き池L性排除 の 方法を見出 して い な い 。

　 さ て，家 兎 に 排卵を訪 発 つ る此 の 11
．
f物 成分 甲 の 三

’
工効 物

貿の 本 態 は何 か と云 う問題が 残 る．Fricdzuan 鱒 は 有効
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誰

野

成分 が 1くatzman −Doisy の 安息言酸沈澱 去 に よ り 手．も1
当

ざれ る こ と か ら ， そ れ は 粗 な る 蛋 白 であ ろ うとJf論 し て

い る．又 Bradbury9〕
は漏亥により緋卵をみた 家兎 の

下 莚体 丿・ らホ ル モ ン の 故出ξ れ て い る こ とを認 め た こ と

か ら，そ れ は gonadotrophic 　 agent で あ る と云 う よ り

は ， 牢 ろ pituitary　 secretagogue だ ろ う と述べ て い

る．他方 Fevold 　et 　a14u は］｝チLム，由出液が家兎排卵を秀

発 し，又 熱 に 対 して 安定 な とこ ろ か らそ の 排 卵効／艮は 含

右 す る 鋸 に基 くもの だ ろ う と云 っ た．Bradbury9 ｝ は燕

麦抽出液 も熱 に 対 して 安定であ り，煮沸す る も そ ）h

性 は 失 わ れ な い と述べ て い る ．蕪麦預の 葉 に も銅が 含 ま

れ る こ とは斗実では あ る が ， （t者の 試み た銅含有
「
測．ご

実験では燕麦 妻乾燥藁 量809 相 当 （1、排卵 筆：）の ！deiH−「液
に18 γ の 銅が認め られ た に1己ぎない 。そ れ故，植物成分

中 の 有効 物質力鉗そ の もの でな い こ とは疑い の 余地 が な

い ，

　他方 比 佼的近年に な っ て ，
Clover，　alfalfa に上物

’
：
・

酌 に estrogen 様作用が 存 静 す るこ とが 摂 じ られ て い る

（Curnow 　et　a14
：〕，Robinson4」），　Cheng　et 　al

’霍つ
）．　冥こ

に Dohan 　et　 al4s
）

は ラ イ麦に も該作用が認 め ら れ る

．と云 っ た．Bradbury ＆ Whitei6 ），Curnow4 η
は Subte．

／rranean 　 clovef か ら estrogen 作 用
ナ．テ す と e二 ろ

の isofiavon誘導俸 formonenetin，
　 genistin を胃 ，

Pope ＆ Elcoate4N　U 　 red 　 olover か ら同 じ くisofiavon

の 1種，biochamin 　A を 分 離 ，
　 mouse の 」

．・
宮莖量 匣

増加 せ しめ た．estregen そ の もの に よ り直接詠 」』 、こ 排

卵 を起 し得 る ，石 か は 弱 と して も， estrogen が 性 中枢

‘t一働 くこ とは定説 とな つ て い る．著者の 用い た 他 物
IIIts

略液に此 らの isofiovon類力 冂博 に抽出 §コられ て い る

可 1亅旨性 も否定 し得ず，此 の 点に 関 す る検 討 も必 要でδ ろ

う．

　
一

方，渡辺
樹

は 最近，山 性の 少い グ ル コ ン 酸司 ヵ 悉 兎

に 排卵 を 誘発 し，且 っ 溶 液 中 の 銅 イ オ ン が 比 較 的 僅 ℃、で

あ る と報じ て い る．こ の こ とか ら従来考 え られ て 来 た 穏

の 銅 イ オ ン 量 が，家兎排卵 に 必 ず しも 必要でな い こ とが

想像せ られ る．そ れ 故，微呈の 用 を含有す る 排卵 に 有動

な或る種の 有磯的化合物が発見せ られ る可
：
【ご性 も亦否宅

げ人 な い ．

　X ，負荷後辯卵 を 惹起す る ま での lIf夏時間 は gonado −

trophin の 場合は10〜1211方門 と云われ （Jaresso）
）著者

の 植物抽出1夜静注では，郵蠱、同様 24時間皮 じこ排卵 を
一
sめ

て い る ．

　抽出法 の 改良 に よ る有効成分つ 梼製，並び に そ の 本綜

及 び 作用似伝 に 閥 して は 今 長の研 究が 担 ま れ る．

　　　　　　　 第 4 牽 結 　 　論

　胤 人 に 応用 し うる 排卵物質の 検亥を 「顎勺として ，謙殖

中枢刺激剤 ， 並 び に 若干 の 植物 の 幼t“irktt夜 に Lい て 家

兎排耳11誘 発 ｛乍用 を Screening 　test　し，　次 の ，罪」を 1菩

た ．

　1）　Isoniazid誘 ．ナ体 であ る　Niazid ，　 Neo 三scotin ，

Ilydronsan ｝
こ ナ非 卵 誘老作用 が 認め られ な か つ た．

　2）　Butazolidin （PhenylbUtazone ），
Trilafcn ，　Me −

ratran 　Atmurin 負行で も顰旨卵 は 誘発 さ れ な か つ た．

　3）　　Estradiol　静乳主三で｛yl＿r，卩を 誘発
’
二r しめ得・冫包、カ、 つ た齟

　4） Antibarbi （Megimide ）の 謡注 に よ り 1．！1卵誘発

をみ た が ， そ の 彗数以 上 に痙李を 伴っ た．

　 5）　 5種 の 禾本 科扣物の 幼葉を渚 看 亭の 考蒹 せ る方法

に よ り抽 pHf レ， 大麦 ， 満麦 に家 兎排卵誘発作用
一
）あ る こ

とを確 め た．

　6）　著名等の 弟 2段階抽出液を用い た場合二ぐ
．「
この 乾燥

芋 亘二重80〜 130g相当 を静注 した 6 例中 4例に 堀らか な

排卵 芝辷認 め た．

　擱 1下に 当 り，御誓篤 1よ御指專御咬閲を 賜 わ っ ，： 恩 師 九

ITi」 改授 「が に 鈴 木助 教 踟 こ 衷 心 よ り深 甚 な 謝意 を 捧 げ ，

終 始研究推進 に 御協力を 戴 い た 渡辺孝也 助手 及 び 小朴光

世助 手 に 深 謝 す る 。又 蒸 蔽 並 び に 材料 の
一

　pli　
iM　．L

．
与 せ ら

れ た 1⊥、辺 始 め 各 製 桑 タ紙 ， 東 北 大 農 研 に ”t」意 を ミす る 。

　　　　　　　　　 交　 　献
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